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せっかく楽しく食べた「食べ物」が原因でおなかが痛くなったり、病気になっ  

たりしたらいやですね。「食べ物」が原因で起きる病気のひとつに「食中毒」  

があります。なぜ食中毒が起きるのか、また食中毒にならないためにどんなこ  

とに気をつけたらよいのか考えてみましょう。  

勉強したこと  

お家の人l三宅  

話してみてねJ  

小学校高学年   

こうせいろうどうしょう  

厚生労働省  



正しく知ろう、「食」の安全  

㌔ 
番つ亡⊃  

かん 食中毒は毎年約1500件発生し、3万人前後の患  
じや 者が出ています。  
しかし、正しい知識を持って気をつけていれば、  

「食中毒」から身を守ることはそれほどむずかし  

いことではありません。  

食中毒と一言でいっても、食中毒を起こすもととなるものはたくさんあります。食中毒の  
古いきん  

多くは細菌という、非常に小さな生物により起こっています。細菌による食中毒はその細  

菌や細菌が出した有毒な物質が体の中に入ることで起こります。気温が高くなると細菌が  

育ちやすくなるため、細菌による食中毒にかかる人が多くでるのは5月から10月にかけて  

です。しかし中には低い温度でも育つ細菌や、少ない数でも病気を起こしてしまう細菌も  
＊  

いたり、冬に流行するウイルスによる食中毒もあるので、寒い時期だからといってゆだん  

はできません。  

キノコや野草、フグなどには、自矧こ有毒な物質を含んでいるものがあるため、キノコが  

りや山菜とり、釣りなどでとったものを食べて食中毒になることもあります。  

＊ウイルス……細菌よりもさらに小さな生物  

○   



正しく知ろう、「良一の安全  

食中毒を起こす細菌やウイルスに汚染された食品は味やにおいでは区別できません。  

そのため、食中毒を防ぐには、調理や食事のときに次の3つのきまりを守ることが  

大切なのです。  

食中毒予防の3つのきまり  

1   

つけない  

2   

βlやさない  

3   

やつつける  
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●調理や食事の前にはて   

いねいに石けんを使っ   

て手洗いをしましょう。  

●野菜など食材をきれ   

いに（流水で）洗いま   

しょう。  

●魚や肉をさわったら、   

手を洗いましょう。  

●調理していない魚や肉   

は他の食品とは分けて   

包装し、保存しましょ   

う。  

●ほうちょう、まな板、   

食器をきれいに洗いま   

しょう。  

●作った料理は、早いう   

ちに食べましょう。  

●すぐに食べない物は、   

冷蔵庫に入れるなど、   

低い温度で保存しまし   

ょう。  

●冷凍した食品の解凍は   

冷蔵庫内や電子レンジ   

でおこなうなどし、室   

温で長時間放置しない   

ようにしましょう。  

●よく加熱しましょう。   

細菌やウイルスは、高   

い温度には弱い生き物   

です。十分なカ口熱で、   

細菌をやっつけること   

ができます。  

＊中には熱に強い毒素や   

細菌があるので、これ   

だけでだいじょうぶと   

いうものではありませ   

ん。  

○   



正しく知ろう、「食」の安全  

密 
辞しヽの方奄  

●手をふくハンカチは毎日きれいなものを持   

っていきましょう  

●爪を短くしていないと汚れが落ちにくくな   

ります  

●石けんをよく泡立てましょう  

●ごはんやおやつを食べるとき  

●お手伝いで食べものをさわるとき  

●お家に帰ったとき  

●学校に着いたとき  

●動物をさわったとき  

あわ よく泡立てる  手を水でぬらす  手洗い石けんをつける  

こう 手のひらと甲（5回ずつ）  つめ・指先（5回ずつ）  

（つめブラシがあったら  

使ってね）  

親指洗い（5回ずつ）も  

忘れないでね  
指の間（5国ずつ）  

せいけつ  

清潔なタオルや  
ペーパータオルで手をふく   

手首（5回ずつ）  水で十分にすすぐ  

○  



正しく知ろう、「食」の安全  

●注意はしていても食中毒になって   

しまうこともあります。   

下痢でひんばんにトイレヘ行く、   

吐き気がする、くり返し吐く、と   

いうような症状が出たら、お医者   

さんにみてもらいましょう。  

ちりょう  

●食中毒はできるだけ早い治療を受けることに   

より、病気を軽くすることができます。   

思い当たることがあれば、お医者さんに聞い   

てみましょう。  

●特に、吐いたり下痢をしている   

人は、水分を多くとるようにし   

ましょう。  

※食べてから病気になるまでに長い時間がかかる   

ものもあり、実際には食中毒にかかっていても  

「カゼかな？」と気がつかないということもあ   

ります。  

○   



正しく知ろう、「食」の安全  

自然界にはとてもたくさんの細菌がいます－  

私たちが住んでいるこの地球上には、とてもたく  

さんの細菌がいます。たとえばスプーン1杯の士の  

おく 中には数十億個の細菌がいるといわれています。   

それらは自然界にとってなくてはならない存在  

です。山や森や林の土がやわらかくほくほくし  

ているのは、細菌などの働きによるのです。  

人の体の働きを助ける細菌  

人の体の中にも常に細菌がいて、体の働きを助けています。  

それらの細菌は、食べたものからエネルギーやその他  

の体に必要な成分を吸収するのを助けたり、体内に入  

ってきた悪い細菌から体を守ったりしています。  

暮 ら し の 中 の 細 菌  

自然界に存在する細菌は私たちの暮らしの中でたくさん利用されています。  

ゆでた大豆の中でなっとう菌が増えて、なっと  

うができます。みそやしょう油、酒などはこう  
にゆうさん  

ぼ菌の働きが利用されています。乳酸菌の働き  

がなくては、つけものやヨーグルト、チーズを  

つくることはできません。  

○   




